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初　歩 東外大 新基礎 文　化 蟹　J JFT


































































































































初　歩 東外大 新基礎 文　化 M　J jFT




















































゜4 112 ゜璽 1° 12° ゜5 ｝14 ゜3 ｝1° ゜3 11° 14
～は～にいます。















































































































初　歩 東外大 穎基礎 文　化 M　J JFT












































































初　歩 葉外大　新基礎 文　化 M　J JFT
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Naです。 ゜6 118 ゜6 ｝21 ゜8 116 ゜鰹 ゜6 12° ゜2 1°7 15
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初　歩 東外大 新基礎 文　化 ］M　J JFT








































































初　歩 東外大 新基礎 文　化 M　J JFT














































初　歩 東外大 新基礎 文　化 M　J JFT
































































Vてあげます／一 29 185 22 179 24 148 28 176 21 17° 17 157 69
Vてもらいます／… 29 ；85 22 ；79 24 148 28 に6 21 ｝7° 圭7 157 69
Vてくれます／一






































































































初　歩 棄外大 新基礎 文　化 M　J JF肇
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初　歩 東外大 新基礎 文　化 M　J JF饗











































11 ｝32 1° ｝36 13 ｝26
　ミ11：30
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゜8 127 ゜6 ｝2° 28
～ （往来の懲的）しに行く 11；32



































































初　歩 東外大 新基礎 文　化 M　J jFT









































































Vません。 　亀03109 03ほ1 07114 06；16 04；13 03110 10
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日本語初級文型配列論（その1）
　ほとんど岡時に「～です」「～ではありません」が導入されている。これは鼠体（1989）でも
述べたように、否定文を否定文として導入するのは無駄のような気がする。
　「～じゃありません」にするか「～ではありません」にするかにっいては、いわゆる口語派で
は「～じゃありまえせん」にし、文語派は「～ではありません」にする傾向があるが、これは
「～じゃありません」が話し言葉であることが文型選択の根拠になっている。例えば、小繊
（1997；274）では、
　「話しことばと書きことばんの差もはじめから注意し、文型練習は話しことばで行い、読みの
教材は普通体で示す。
　　話しことば：揮これは本じゃありません。』
　　書きことば：『これは本ではない。』」
　しかし、そうであればなぜ「～ています」→「～てます」、「～ておきます」→「～ときます」、
「～てしまいます」一ゆ「～ちゃいます」などにしないのであろうか。一貫性に欠けると言わざる
を得ない。
　また、真偽疑問文の否定的応答としては、
Q：これは本ですか。
A：いいえ、ちがいます。
　　いいえ、それは本ではありません。
　　いいえ、それは本じゃありません。
　　いいえ、それはそうではありません。
　　いいえ、それはそうじゃありません。
　　いいえ、本ではありません。
　　いいえ、本じゃありません。
　　いいえ、そうではありません。
　　いいえ、そうじゃありません。
などなど、の否定の癒答が可能であるようだ。しかし、初級の学翌者にとってこんなに多くの可
能性を示されても、それらをどのように使い分けていいのか、使い分けなくてもいいのかについ
て迷うであろうし、そのことを質問されたら、教師のほうは「どれもみなi司じである」と答えざ
るを得ないのではないだろうか。
　日本語の真偽疑問文に対する応答は述語を繰り返すというのが多いから（主格を繰り返すこと
はめずらしい）、「いいえ、本ではありません」が一番好ましい文型であろうと思われる（益岡・
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田窪（1989：124）参照）。ヂはい、そうです一1を導入したら、学閣者は当然のことながら、これ
が最も普遍酌で汎用性が高いのであるから、いっでも「はい、そうです」を使ってしまい、「京
都へ行きますか」→ジはい、そうです」が起きてしまう。だから、「そう」を使う憾答は避けた
ほうが良さそうだ。
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